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LASERの語源は“lightamplification by stimulated emission of radiation”の頭文字を連ね
てつくられたことは周知のことである．直訳すれば“放射（電磁波）の誘導放出による光の増幅”
ということになる． レーザー材料として用いられる物質は， 気体， 液体，固体の3つの基本的形
態にわたりきわめて数多く，波長もミリメートル技や赤外， 可視，紫外に及び，ほとんどすべて




げられる．医学領域で用いられるレーザーの種類は， C02,Ar, Nd-YAG等である. C02の波長








腫蕩の気化蒸散を目的とする場合には大出力の 50～100W の出力が必要となる. CU2の伝達方法








医学分野への応用もきわめて広い．例えばレーザ一分光， レー ザー 干渉， レーザードップラ一流
速計測，刺激闘値計測， レーザーホログラフィー，レーザ一発光分光分析，自動細胞識別，レー
Katsuhiko Matsuda: The Present Status and Future of Laser Medicine 
Assistant of Department of Cardiovascular Surgery, Faculty of Medicine, Kyoto University, Kvnto 606, Japan. 












大腿動脈をできるだけ長く切除し， 左大腿動脈を切断し， ζ 乙re移植する。 10-0ナイロンで2点、









ーは紫外領域の波長を持ち，特に photochemical作用を持つところに特徴がある photochemical 




脈内lζ形成された plaqueの蒸散の実験にとりかかり 3 近い将来臨床応用されるものと思われる．
レーザーの医学分野の応用の現状及び未来について述べてきたが，現在医学の多くの分野に応用
されているが，益々その応用範囲は広がるものと恩われる．
